大阪府に寄せられたご意見（２０２６年８月分）の概要

府民文化部　府政情報室　広報広聴課　広聴グループ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総件数・内訳

	
2026年8月分 ６７８件（うち署名０件）　受付期間: 2026年8月1日から2026年8月31日まで
＜参考＞前年同月：８５０件（うち署名０件）
2026年度（4月から8月まで）計：１０，５８８件（署名含む）、４，０８３件（署名除く）
2025年度（4月から8月まで）計：７，３９６件（署名含む）、７，３９６件（署名除く）
	【ご意見の内訳】　　　　　　　　　
	○府政に関する意見	
	４３６件
	
	○回答をしたもの
	１８件

	○所管外
	１４２件
	
	
	

	○その他（趣旨不明等）
	１００件
	
	
	

	計
	６７８件
	
	
	




	【府政に関する意見（主なもの）】

	（ １ ）副首都構想に関するもの
	６２件

	（ ２ ）府・大阪市の一体的行政運営に関するもの
	２０件

	（ ３ ）教育施策に関するもの
	１８件

	（ ４ ）災害支援に関するもの
	１７件

	（ ５ ）道路に関するもの
	１１件



	【受付部署別件数】
	・府民お問合せセンター
	６１７件

	・府政情報室
	５８件

	・各所属
	３件

	　　財務部
	１件

	　　府民文化部
	１件

	　　福祉部
	１件

	　　
	

	　　
	



	[image: 2026年4月901件、5月710件、6月7,487件、7月812件、8月678件

2025年4月2,615件、5月1,887件、6月1,114件、7月930件、8月850件、9月1,336件、10月1,173件、11月760件、12月1,023件、2026年1月3,092件、2月1,049件、3月892件]【件数の推移】



項目別の意見（抜粋）

	
【副首都構想に関するもの】
・新たに副首都合同庁舎を建設するという話があるが、税金をかけて新しいビルを建てるのではなく、既存の建物を活用するべきだ。

【府・大阪市の一体的行政運営に関するもの】
・大阪都構想について、特別区設置後に大阪市内の市立・府立学校の管轄がどうなるのかを明確に示し、大阪の子どもたちをどのように育てていくのかというビジョンを、わかりやすく説明してほしい。十分な説明がないまま、大阪市だけで3度目の住民投票を行うのはやめてほしい。

	
【教育施策に関するもの】
・少子化や志願者の減少により、公立高校はこのままでは廃校の恐れがあるため、府立の専門学科高校も含め、抜本的に公立高校の再編や統廃合を検討すべきではないか。

【災害支援に関するもの】
・災害時に電気を供給するために大阪・関西万博で使用したEVバスを有効活用する運用を検討するべきだ。今回の熊本地震のような他の都道府県での災害時に派遣でき、府内で災害が発生した際にも活用できると思う。

【道路に関するもの】
・夏季に雑草が繁茂するため、ある遊歩道の幅が狭くなり、歩行者や自転車の通行に支障が出ている。草刈りの頻度を増やすなど、常時安全に通行できる道幅を確保してほしい。




ご意見の取扱い

	
大阪府に寄せられたご意見は、今後の府政運営の参考にさせていただきます。このうち、制度や府の考え方の説明が必要と判断したものなどは、適宜ご本人に連絡を取るなどして回答しました。回答内容については、「府政へのご意見」ホームページに掲載しています。
なお、国、市町村などの府以外の官公庁に関するご意見のうち、これらへの伝達を希望されたものについては、各機関に内容をお伝えしました。
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